
　

　

　　　「まぁなんにせよ、桐生は明日から自由の身だ。高校一年の夏休みを精いっぱい楽めよ。じゃ、万丈はまた明日な」「うぃーっす」手をヒラヒラと振りながら教諭は教室を出て行った。気の抜けた返答をその背中に返して、「あーめんどくせぇ」と椅子にもたれかかって脱力する。特にこれといって予定があったわけでもないのだが、休みに学校に出てくること自体が億劫なのだ。察してほしい。と、隣から大きなため息が聞こえた。この教室にはふたりしかいないから、ため息の主は当然戦兎だ。眉を寄せて何やら解せないという顔をしている。こっちからすればその態度のほうがよっぽど理解不能だ。「なんだよ、補習免除になったんだろ。嬉しくねぇのかよ」「あーまぁ、そうだな…」表情も返事もあまりに煮え切らないので、万丈は顔をしかめた。いつも明確な戦兎が今日はちょっと変だ。「んだよ、あちぃから家にいたくないとかそういうのか？だったらナシタに行ってればいいだろ」「そういうんじゃないよ」否定の言葉はきっぱりと返ってきたが、それ以上には言葉が続かない。目をつぶってしばらくうんうん唸った後、唐突にこちらを向いて立ち上がった。一気に距離が詰まって戦兎の整った顔がすぐ上から見下ろしてくる。「いつまでだ？」「あ？なにが」「補習！いつまでだ」大きく黒い目がじっと真剣に万丈を見つめるのにたじろいで、思わず身を引いてしまった。「い、一週間だよ」「時間は？今日と同じか」「そうだけど」「ずっと？」「お、おう」短いやりとりを繰り返した後、戦兎は何やらひとり頷いた。「な、なんだよ？どした戦兎？」　　

マック・バーネット

薫くみこ

相川郁恵

加来耕三

朝吹真理子

森谷明子

ミスミノリコ

筆保弘徳/編著

シカクさん

木戸孝允

おれからもうひとりのぼくへ

スパイガールＧＯＫＫＯ

高山羽根子

難民になったねこクンクーシュ マイン・ヴェンチューラ

ほねほねザウルス　⑲

オブジェクタム

ブラック校則

ほんのきもち

矢上教授の「十二支考」

繕う愉しみ

台風について
わかっていることいないこと

動物たちの内なる生活

カバヤ食品株式会社

谷川直子 分数・小数 ロージー・ディキンス

どうぶつのかおならべてみた！ 高岡昌江

こども故事成語 齊藤孝

ﾍﾟｰﾀｰ･ｳﾞｫｰﾙﾚｰﾍﾞﾝ

荻上チキ・内田良

中井由梨子

【一般】 【児童】
私が誰かわかりますか

２０歳のソウル

( )

( ) ( )

•

「ほどほど快適生活百科」 群ようこ 「恨みっこなしの老後」 橋田壽賀子

「おちゃめに１００歳！寂聴さん」 瀬尾まなほ 「はじめての八十歳」 山藤章二 ･･･他

( )

「ぼくのおじいちゃん」ｶﾀﾘｰﾅ･ｿﾌﾞﾗﾙ 「おばあちゃんがこどもだったころ」菅沼孝浩

「おじいちゃんとパン」たな 「おばあちゃんからライオンをかくすには」ﾍﾚﾝ･ｽﾃｨｰｳﾞﾝｽ

……他



  

伊集院静 くらべる恐竜図鑑 土屋健

2位 せつない動物図鑑 ブルック・バーカー しあわせなら名探偵 杉山亮

大　　人 子　　ど　　も

1位 罪びとの手 天祢涼 おしりたんてい
ププッおしりたんていがふたりいる！？

トロル

申美花 みえるとかみえないとか ヨシタケシンスケ

4位 むすびつき　しゃばけ⑰ 畠中恵 わたしの苦手なあの子 朝比奈蓉子

5位 脱北者たち

3位 いろいろあった人へ

国富町立図書館 国富町大字本庄４７６８－２ ＴＥＬ ７５－９５７７ ＦＡＸ ７５－９５５８

日時：毎週土曜日

午後２時３０分～（２０分程）

場所：おはなしのへや

参加自由・入場無料

「ひのきとひなげし」 「貝の火」

「黄いろのトマト」 「よだかの星」

「猫の事務所」「オツベルと象」

……他

「すべての見えない光」ｱﾝｿﾆｰ･ﾄﾞｰｱ

「あるデルスィムの物語」ﾑﾗﾄﾊﾝ･ﾑﾝｶﾞﾝ

「１３・６７」 陳浩基

「火星の人」ｱﾝﾃﾞｨ･ｳｨｱｰ

……他


